
　行政手続学会の税務調査研究会及び租税訴訟学会アミカスブリーフ委員会の開催したシンポジ

ウム，並びに，弁護士会の租税判例研究会において議論された成果をまとめた1冊。

　総論では税務調査にかかる制度と手続を判例を交えて解説、各論では税務調査にかかる重要判

例の詳細な解説とその判例から導かれる構成基準を提示しています。

　弁護士や税理士が税務調査にかかわるにあたり、弁明方法の説明や税務調査官との交渉に有利

な判例を多く紹介。補佐人税理士や、納税者本人が税務調査官に対する弁明基準としても利用で

きる、税務当番弁護士の行動ノウハウ本です。

※東京都弁護士協同組合会員様限定！
　本申込書でのご注文に限り、税込価格から１割引、送料サービス

A５・並製・688ページ　定価３，５２０円（本体3,200円＋税10%）

弁護士・税理士必携‼




